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ちかどま
身近な話題などお知らせください。情報をお待ちしています。

【問】市人事秘書課秘書広報係 （☎ 0944・77・8425）

ポートレ

　8 月 22 日、柳川古文書館で「かっちゅう鑑賞会」を開
催しました。体験を通じてチャレンジする「やながわトラ
イアルキャンパス」の一環として実施したもので、市内外
の小中学生 14 人が参加。立花家史料館の坪内学芸員によ
る解説の下、柳河藩士の甲

かっちゅう
冑を間近で見て、素材や作りを

学んだり、かぶとを被って、その重さを実感したりしま
した。きょうだいで参加したやまと小 5 年の成清絢

あ や か
香さ

んと 3 年の将
しょうと

叶さんは「本物を間近で見られて良かった。
他の甲冑も家族で見てみたい」と話してくれました。

近で見る特別な体験
トライアルキャンパス「かっちゅう鑑賞会」

普段間近で見る機会の無い甲冑に興味津々の参加者たち

間 【【上】たくさんの人を笑顔にしたシャボン玉パフォーマンス
【【下】観客も参加し世代を超えて競ったソーダ早飲み大会

　8 月 30 日に柳川むつごろうランドで「The@Ryokai フェ
ス 2026」が開催されました。両開地区の若手の有志団
体「The@Ryokai」による子どもから大人まで楽しめるに
ぎわいイベントです。初開催の同イベントには、約 1000
人が来場。柳川エイサー響

ひびきかい
会によるエイサーやシャボン玉

パフォーマンス、地元グルメなどを楽しみました。「The@
Ryokai」会長の江﨑安

やすひろ
宏さんは「子どもたちの思い出にな

るようなイベントを作りたくて企画しました。たくさんの
笑顔を見られた。これからも続けていきたい」と話しました。

元有志でつくるにぎわいと笑顔
The@Ryokai フェスを初開催地

子どもから大人までみんなで楽しく作りました

　伝習館高校の生徒が 8 月 17 日、子育て支援拠点施設
「このゆびとまれ」で地域との交流イベントを開催しまし
た。子どもから大人まで幅広い世代の交流が目的で柳川名
物の「うなぎ」とこいのぼりを掛け合わせた「うなぎのぼ
り」を作る催し。当日は約 50 人が参加しました。企画し
た伝習館高校 2 年の佐藤みなみさんと塚本由

ゆ な
奈さんは「地

域がつながる機会が減っていて寂しく感じていた。参加し
た人たちの笑顔を見てつながりの大切さを改めて感じまし
た。このイベントをやって良かったです」と話しました。

んなでうなぎのぼり作り
伝習館の生徒が地域の人たちとの交流を企画み

華やかなメイクと衣装でみんなドキドキワクワク

分たちで作り上げたステージ
ハリビでキッズヘアーショーを開催自 分たちで作り上げたステージ自

　8月30日、ハリウッドワールド美容専門学校（ハリビ）
でキッズヘアーショーが開催され、市内の小中学生 60 人
が参加しました。学生の技術力や接客力の向上、子どもた
ちに美容の楽しさなどを伝えることを目的とした同イベン
ト。事前に担当の学生と子どもたちで話し合い、当日の衣
装や流す音楽を決めてステージを作り上げます。松井心

こ う み

美
さん（19 歳）は「準備は大変だけど、人にメイクをする
ことがとても楽しい。子どもたちに美容に興味を持っても
らえるきっかけになれば」と楽しそうに話しました。

満開のひまわりを背に行われたテープカット

域を彩る黄色いじゅうたん
第28回柳川ひまわり園開園自地

　有明海に面した約 5ha の敷地に植えられた 50 万本
のひまわりが満開を迎え、9 月 3 日、「第 28 回柳川ひま
わり園」の開園式が行われました。有明海や干拓地の魅
力を伝えようと両開地区で活動する「柳川むつごろう
会」が主催の同園は、9 月 4 日から 13 日まで開催され、
多くの来場者を魅了しました。同会の堤保

やすひさ

久会長は開園式
で「今年は雨が降らず成長が心配されたがよく咲いてくれ
た。柳川ひまわり園だけでなく、この地から多くの魅力を
発信し、観光の力になっていきたい」とあいさつしました。

　8 月 26 日、城内公民館で成人学級「男の料理教室」
が開催されました。同催しは、料理を学んでみたいと
いう地域住民の声をもとに、住民同士の交流も兼ねて
平成 24 年から実施。当日は 60 ～ 70 代の男性 9 人
が参加し、市食生活改善推進会柳川支部城内地区の女
性たちから料理を学びました。参加した岩永好

よ し お
生さん

（73 歳）は「やったことがない食材の組み合わせや調
理方法だったが、おいしくできた。家でも作って奥さ
んを喜ばせたい」と話しました。

性が楽しく料理を学ぶ
城内公民館で「男の料理教室」を開催

シシャモの和風春巻きなどに挑戦シシャモの和風春巻きなどに挑戦
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　7 月 28 日、「令和 8 年熊本地震」発生に伴い、市は、
嘉島町へ緊急消防援助隊を派遣。その後も同町と八代市
へ計 13 人の消防隊員を派遣しました。8 月 13 日から
は宇土市に市職員を計 3 人派遣し、早期復興に向けて人
的支援を続けています。また、被災した方々の生活を支
援するため、市役所各庁舎などで義援金の受け付けを実
施。9 月 6 日時点で、137 万 3246 円が寄せられました。
義援金は日本赤十字社を通じて被災地に送られます。引
き続き、皆さまからの温かいご支援をお願いします。

和8年熊本地震復興支援
市消防隊員・職員の派遣、義援金受付を実施
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